
水俣は、戦後日本の民主主義を視るレンズである。民主主義の基礎インフラは、1947年の憲法によ
って日本国民に与えられたが、それは市民の思想と行動によってのみ生命が吹き込まれ、意味をも
つ。水俣での水銀汚染をめぐる幾重もの応答もそのひとつであり、ゆえに戦後民主主義をめぐる苦闘
を描くよい助けになる。

水俣はいくつものことを教えてくれる。権力と政策は、政治家や官僚の相対的な強さだけに左右され
るものではないこと、戦後日本の歴史は「高度成長の奇跡」だけではないこと、そして戦後日本の政
治史は、社会的文脈を踏まえてはじめて理解されるということだ。

市民によって定義・実践され、水俣病への反応に具現化された「戦後民主主義」は、公式な法的、制
度的インフラがあるにもかかわらず、極めて場当たり的なものにとどまっている。つまり、「戦後民
主主義」は創造的で市民が様々なツールを駆使するものにもなりうるが、実践によって繰り返し定
義、再定義をしていくことに常に左右される不安定なものでもあるのだ。水俣病の遺したものは、拡
大された多元主義のための手順や制度ではなく、可能性という遺産である。
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